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か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
↓
９
る
多
く
の

、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

）
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
期
プ
ロ
フ
う

画
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た
し

い
た
し
ま
↓
９
．

‥　……　まちづくりの６つの施策　　‥　‥

人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして

自然の理にのっとった快適な環境都市をめざして

支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市をめざして

歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして

地域に根ざした活力ある自立産業都市をめざして

住民の発想と連帯による住民自治のまちをめざして

１

２

３

４

５
　
６

人
と
自
然
が
共
生
す
る
緑
豊
が
な
公
園
都
市
を

め
ざ
し
て

　
緑
を
守
り
、
新
し
い
緑
を
割
出
し
、
　
る
公
園
都
市
づ
く
リ

住
民
生
活
と
自
然
と
が
密
接
に
関
連
↓
９

主
な
施
策

計
画
的
か
つ
有
効
的
な
上
地
利
用
の

推
進

河
川
や
平
地
林
な
ど
の
自
然
環
境
の

保
全

総
合
公
園
や
東
雲
公
園
、
生
活
に
身

近
な
公
園
等
の
整
備

農
村
環
境
の
保
全

利
便
性
の
向
上
を
園
る
道
路
の
整
備

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
の
整
備
な
ど

自
然
の
理
に
の
っ
と
っ
た
快
適
な
環
境
都
市
を

め
ざ
し
て

　
住
民
の
快
適
な
暮
ら
し
の
追
求
の
た

め
、
自
然
を
犠
牲
に
↓
９
る
こ
と
な
く
、

自
然
の
理
を
よ
く
理
解
し
、
自
然
の
理

に
の
っ
と
っ
た
環
境
都
市
づ
く
り

主
な
施
策

上
水
道
の
計
画
的
整
備
の
推
進

下
水
道
処
理
区
域
の
拡
大

農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
の
普
及
促

進ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
の
推
進

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の

強
化－Ｊ-←

　　　心

公
害
防
止
や
環
境
美
化
の
推
進
な
ど

7｀--｡:･･-｡-→j　。･9yこ
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｢夢と活力にあふれた緑園都市・みぶ｣

第４次総合振興計画・基本計画

13～17

総合振興計画の構成

基本構想　平成8～17年度

　　　　　　　　（10年間）

基本計画　平成13～17年度

　　　　　　　　（５年間）

実施計画　平成13～14年度

　　（２年計画を毎年改訂）

支
え
あ
い
の
暮
ら
し
が
実
現
す
る
健
康
福
祉

都
市
を
め
ざ
し
て

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い
の
意
思

を
尊
重
し
あ
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら
生

活
を
続
け
ら
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り

　
主
な
施
策

示
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
地
域
福
祉
活

　
勤
の
推
進

宍
施
設
と
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

一
三
・
介
護
保
険
事
業
の
充
実
な
ど
高
齢
者

　
福
祉
の
推
進

几
子
育
て
環
境
整
備
の
推
進

　
障
害
者
な
ど
の
介
護
者
の
負
担
軽
減

　
な
ど

ボ
。
ヽ
健
康
の
増
進
を
め
ざ
し
た
各
種
保
健

　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

歴
史
と
自
然
に
学
ぶ
教
育
文
化
都
市
を
め
ぎ

し
て

　
歴
史
と
文
化
や
自
然
を
生
き
た
教
材

と
し
て
積
極
的
に
と
り
あ
げ
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
住
民
誰
も
が
い
一

色
い
き
と
学
習
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
　
一

　
主
な
施
策

　
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
学

　
習
活
動
の
支
援

　
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
設
置

　
情
報
化
や
国
際
化
に
対
応
し
た
学
習

　
環
境
の
整
備

・
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
に
よ
る

　
青
少
年
の
健
全
育
成

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
体
制
の
整
備
な

　
ど

一 一 一 一

心

　
地
域
産
業
が
、
生
産
、
雇
用
、
消
費
　
連
し
た
自
立
産
業
都
市
づ
く
り

な
ど
の
各
分
野
で
、
地
域
と
密
接
に
関

　
主
な
施
策

四
認
定
農
業
者
制
度
の
活
用
な
ど
担
い

　
手
の
育
成

、
ほ
場
や
農
業
用
排
水
な
ど
生
産
基
盤

　
の
整
備

・
に
企
業
経
営
の
安
定
化
と
生
産
基
盤
の

　
環
境
整
備

『
・
既
存
商
店
街
の
環
境
整
備
と
新
た
な

　
商
業
核
の
整
備
検
討

　
お
も
ち
ゃ
博
物
館
と
近
隣
施
設
の
進

　
携
に
よ
る
広
域
的
観
光
の
推
進

地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
自
立
産
業
都
市
を

め
ぎ
し
て

　
住
民
の
自
立
し
た
活
動
を
最
大
限
支

援
し
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
住
民
自
治
の

ま
ち
づ
く
り

主
な
施
策

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
や
男
女

共
同
参
画
の
推
進

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
講
習
会
の
開
催
な

ど
情
報
化
へ
の
対
応

健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

新
た
な
広
域
事
業
の
推
進
な
ど

住
民
の
発
想
と
連
帯
に
よ
る
住
民
自
治
の
ま
ち

を
め
ざ
し
て

３



緑園都市・みぶを目指して

＞の概要
都市計圖ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
緑の基本計圖

　
わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
道
路
や
公
園
、
商
店
街
や
住
宅
地
な
ご
、
様
〔
心
、

な
施
設
が
整
備
さ
れ
乙
い
く
こ
と
で
、
よ
り
暮
ら
し
や
↓
９
い
も
の
と
な
っ

て
い
き
ま
↓
９
．
そ
の
た
め
に
は
、
方
針
を
定
め
、
計
画
的
な
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
↓
９
．
そ
の
基
本
方
針
と
な
る
「
壬
生
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
、
市
街
地
の
整
備
に
お
け
る
緑
地
保

全
・
緑
化
推
進
に
関
↓
９
る
「
み
ぶ
緑
の
基
本
計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
↓
９
．

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

壬
生
町
の
総
合
板
興
計
画
に
掲
げ
る
将

京
都
市
像
「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑

将来都市構造図

-

園
都
市
・
み
ぶ
」
を
都
市
整
備
と
い
う

視
点
か
ら
、
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ー
ジ

し
、
実
現
に
向
け
策
定
す
る
都
市
計
画

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
住
民
の
皆
様
の

要
望
な
ど
を
参
考
に
、
今
後
町
が
行
う

様
々
な
都
市
計
画
に
お
い
て
の
指
針
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　
計
画
の
対
象
と
な
る

　
主
な
事
項

　
こ
の
計
画
は
、
産
業
・
文
化
・
福
祉

等
の
ソ
フ
ト
面
や
農
林
業
的
土
地
利
用

と
の
関
係
に
配
慮
し
、
次
の
都
市
整
備

に
関
わ
る
事
項
を
主
な
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

-

都
市
整
備
及
び
地
区
整
備
の
目
標
・

理
念
、
。
基
本
方
針

市
街
化
区
域
・
用
途
地
域
の
変
更
、

開
発
許
可
等
の
土
地
利
用
に
関
す
る

規
制
・
誘
導

道
路
、
鉄
道
等
の
交
通
体
系
、
都
市

公
園
等
の
緑
地
系
統
、
下
水
道
等
の

幹
線
的
都
市
施
設
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
の
整
備

面
整
備
や
再
開
発
等
の
市
街
地
整
備

□田園ソーン

fゝ　・農地と平地林及び水辺

|。　･，の環境保全.ljS

農村集落の基盤整備と

　　　瑶境整備。

□居住ソーン□生活軸

□緑の砦ソーン

　　　　　自然保全、レクリェー

　　　　　ション活動の拠点地域41･SI

として自然撞壇の保全

　　　　　と自然景観の刑成。

北部居住ソーン：宇都宮市

　近郊の住宅地として落ち

　着いた住宅地の形成。

中部居住ソーン：賑いと鮪

　力ある複合的住宅地の形

　威。

南部居住ソーン：歴史と文

　化及び田園景観豊かな住

　宅地の形成。

　・地壇中心拠点

｜一生恬利便拠点

生活拠点を中心とした

３つの居住ソーンを結

ぶ都市活動軸。

□産業軸

　回回｜§|生産研究開発等の拠点
　ＨＨｕ業ｔｔ結ふ都市活

　Ｊ回勅軸。

□水と緑のレクリェーション軸

　　　　　水辺や自然緑地、拠点
　!|||的公園やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ地区

　　　　　を結ぶ自然アメニティ

　　　　　軸。

４
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基
本
方
針
及
び
施
策
体
系

　
緑
を
受
け
継
ぎ
守
る

▽▽∇

-

田
園
環
境
の
保
全

河
川
環
境
の
保
全

樹
林
地
、
樹
木
の
保
全

緑
を
作
り
育
む

　
　
公
園
、
緑
地
の
整
備

「
〈

公
共
施
設
緑
地
の
整
備

＝
　
民
布
地
の
緑
化

緑
を
つ
な
ぎ
活
か
す

レ
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

緑
の
普
及
、
啓
蒙

緑
の
住
民
参
加

S f － ‾ ’ ‾ ’

= z _ _ 「

　 　 －一 一 一一 一 一

　 一 一 －

一 一

緑の配置方針図

- - 一 一 一 一

緑

の

- －

郷土景観を構成している緑の保全

　　倒

C⊃

凡

都市公園等(広域的公園)の整備

た
め
、
身
近
な
緑
の
保
全
・
推
進
の
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
公
共
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

住
宅
地
や
商
店
街
を
け
じ
め
と
し
た
民

有
地
の
緑
化
や
、
住
民
参
加
に
よ
る
緑

化
推
進
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
目
標
の

実
現
の
た
め
に
は
町
行
政
に
よ
る
施
策

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
都
市
計
画

課
及
び
出
張
所
で
計
画
書
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
問
合
せ
先
　
町
建
設
部

都
市
計
画
課
　
�
8
1
－
１
８
５
３

縁 の 砦 の 形 成

I ㎜ ㎜ ■ ･ - ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ･ I I I ･ ■ ■ I ■ ･ ■ ･ ･ ･ ･ ㎜ ■ ㎜ I = ㎜

の保全･創出

縁の軸(道路)の保全･劃出

C::1

懇

11111111

都市公園等(身近な公園)の整備

古墳等と一体の縁の保全･活用

●
・
・
●

ランドマークとなる縁の保全４　１

緑化を重点的に図るべき地区
●●蟻巻晶●

:

...

j
歴史を生かした公園整備

-Jla=-J〃J〃=J〃=〃-J=･♂kふふk　〃㎜㎜㎜rk%

行政臨域界

市樹化謳域界

㎜ － 皿 －

● I ● j l ● I l j ● I ● ● ●

ゴルフ場

--一一一一一一一一一一一--……一･---一一-

市街地隣接平地林の保全

○

㎡ - - - ¬ ¬ 〃 - ･

ロ

緑の多い住宅地の保全

５

基

本

計

画

き
る
よ
う
、
平
成
６
年
に
改
正
さ
れ
た

部
面
緑
地
保
全
法
に
基
づ
い
て
策
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

計
画
の
目
標

「
み
ぶ
緑
の
基
本
計
画
」
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
を
回
り
、

平
成
７
年
を
現
況
と
し
て
、
平
成
2
8
年

を
目
標
年
次
と
し
て
定
め
、
そ
の
時
点

で
目
標
と
す
る
緑
地
の
確
保
量
、
公
園

な
ど
の
施
設
の
整
備
な
ど
を
実
現
す
る

　
都
市
が
発
展
し
て
い
く
な
か
、
公
園

や
森
林
、
水
辺
等
の
緑
地
は
住
民
に
と
っ

て
憩
い
の
場
で
あ
り
、
時
に
は
災
害
か

ら
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
り
な
ど
、

良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
し
て
い
く
上

で
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
都
市
の
開
発
に
よ
る
緑

地
の
減
少
加
州
ば
れ
る
な
か
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
身
近
な
緑
の
保

全
と
緑
化
の
推
進
を
計
画
的
に
実
施
で



一

●テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは

　　　　　４月１日からは収集しません 謳伺
　膳

　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）が４月１日､から施行され、消費者がテレ

ビ・冷蔵章一洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、その処理料金を負担することになります。

　町では、収集しませんので、ゴミステーションには、絶対出さないようにしてください。

また、清掃センターでも取り扱いませんので、持ち込まないようお願いします。

　なお、これらの４品目を廃棄する場合は、次のどちらかの方法で処理を依頼してください。

対象機器を買い換える場合や購入した小売店がわがっている場合

　小売店に引き取ってもらいます。その際、処理料金（リサイクル料金）と収

集・運搬料金を小売店に支払います。

消

費

者

消

費
　
者

収集・運搬料金

　　　＋

　　処理料金

家
電
小
売
店

許

可
業
者

　　　処理料金㎜㎜■加･･･

=瞼

□

4゛‾　妙齢゛

家
電
メ
ー
カ
ー

家
電
メ
ー
カ
ー

ご
み
の
収
集
が
変
わ
り
ま
す

６

゜一上記以外（買った小売店が不明、通信販売で購入なご）

　　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に収集・運搬を依頼します。

　　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リサイクル料金）を顛家電製品

　協会家電リサイクルセンター（ＲＫＣ）に振込み、納付証明書を家電製品に添

　付します。許可業者には、収集・運搬料金のみ支払います。

収集・運搬料金

郵　　便 局

※許可業者については、清掃センター

　ください。

（�８２－３４２４）へお問い合わせ



テレピ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合の料金

　　処理料金（リサイクル料金）

テレビ2,700円　洗濯機　2,400円

冷蔵庫4,600円　エアコン3,500円

　　　　　　　　　　消費税別

●４月１日から祝祭日も収集します

＋
収集・運搬料金

が必要となりま雅

　従来、祝祭日は収集しませんでしたが、４月生日から祝祭日も収集します。（ただし、年末・

年始を除く）

●６月１日から　もえるごみ　資源ごみ　もえないごみ　の

　収集袋は、透明または半透明の袋を使用してください

　　　　今まで収集袋については、特に指定はありませんでしたが、６月１日からもえるごみ・資

　　　源ごみ・もえないごみ（ただし､袋に入るもの）の収集公は、透明または半透明（スーパーの

　　　レジ公でもよい）の公を必ず使用してください。

　　　　これにより、分別が徹底され、ごみの減量化につながり、収集中の作業事故等が防止でき

　　　ます。

　　　　なお、透明または半透明以外の公等（黒包装や肥料公、ダンボール）で出された場合は、

　　　収集袋等に下記のシールを貼り収集しませんので、必ず守ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　《シール（見本）》

次の事由で収集しません

□１．透明または半透明の袋で出し直して:ください！

□２．テレビづ令敲庫づ先濯機・エアコンは町では収集しません！

　　　(清掃センターにお問い合わせください)

□３．きちんと分け乙出し直し乙ください！

□４．収集できないごみで弓リ

□５．ふとん類はもえないごみの収集日に出し直して:ください！

月 日　　壬生町清掃センター　昔８２－３４２４

111一1一町清掃センター�８２－３４２４・民生部保健課環境公害係�８１－１８３４
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乳幼児医療費の

４
月
１
日
か
ら

対
象
年
齢
が
６
歳
未
満
ま
で
に

　
町
で
は
、
各
種
の
医
療
費
助
成
制
度
に
よ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
と
き
の
自
己
負
担
分
の
一
部
（
保
険
適
用
診
療
分
の
み
）
を
助
成
し

こ
い
ま
↓
９
が
、
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
が
、

４
歳
未
満
か
ら
６
歳
未
満
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
↓
９
。

　
制
度
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度

助
成
対
象
者

　
町
内
に
住
所
が
あ
る
６
歳
未
満
の
乳

幼
兄
の
保
護
者

受
給
期
間

　
出
生
の
日
か
ら
、
６
歳
の
誕
生
日
の

前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
。

　
な
お
、
転
大
老
は
転
人
日
か
ら
、
転

出
者
は
転
出
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
受
給
資
格
者
証

の
交
付
申
請

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
受
給
資

格
者
証
が
必
要
で
す
。
健
康
保
険
証
を

持
参
し
、
役
場
住
民
深
見
は
、
各
出
張

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
今
回
の
助
成
対
象
年
齢
拡
大
に
よ
っ

て
、
平
成
７
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま

れ
た
乳
幼
児
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
の
は
平
成
1
3
年

４
月
１
日
以
後
に
医
療
機
関
で
か
か
っ

た
保
険
診
療
分
の
医
療
費
で
す
。

　
す
で
に
本
町
に
受
給
資
格
登
録
申
請

が
出
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
に
は
、
４
月

中
に
新
し
い
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格

者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
交
付
申
請
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

助
成
の
受
け
方

申
請
方
法

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申
請

書
に
、
受
給
資
格
者
証
の
番
号
、
加
入

保
険
、
振
込
先
な
ど
を
申
請
者
記
入
欄

に
記
載
・
捺
印
し
、
福
祉
課
又
は
稲
葉

・
南
犬
飼
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

-

W ’

―
○

Ｉ
Ｖ　

な
お
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
（
あ
て
先
は
、
福
祉
課
医
療
保
険

係
で
す
）

申
請
期
間

　
診
療
月
か
ら
士
年
以
内

助
成
額

　
受
給
期
間
内
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
窓
口
で
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

か
ら
、
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
等
を

差
し
引
い
た
額
で
す
。

そ
の
他

　
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

の
裏
面
に
害
い
て
あ
る
注
意
事
項
を
よ

く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
資

格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

医
療
費
受
給
資
格
考
証
を
福
祉
課
又
は

稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
町
民
生
節
福
祉
課
医
療
保
険
係

　
　
　
　
　
�
8
1
－
‐
１
８
り
り
（
ソ
心

８



児童養育家庭への助成制度のご案内

　次代を担う子どもたちの健やかな成長を願い、養育家庭への支援として、児童手当、遺

児手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当の制度があります。

　該当する方は、町民生節福祉課で、随時受け付けていますので、申請してください。

(受付は、土、日、祝日を除く、午前８時30分～午後５時まで)

児
童
手
当

ヽ-

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
就
学
前
の
児

童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
さ
ら

に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
‥
１
１
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
ｎ
半
分
の

　　　平成12年度

児童手当所得制限限度額表

所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除
し

た
額
に
な
り
ま
す
。

‐
手
当
月
額

　
第
１
子

　
第
２
子

　
第
３
子
以
降

　
５
。
０
０
０
円

　
５
。
０
０
０
円

↓
Ｏ
ヲ
０
０
０
円

支
給
月

６
月
、
1
0
月
、
２
月

遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

扶養家族

等の人数

　　児童手当

(国民年金加入者)

　　特例給付

(厚生年金等加入者)

所得額（円） 所得額（円）

Ｏ人 L700,000 3,610,000

１人 2,080,000 3,990,000

２人 2,460,000 4,370,000

３人 2,840,000 4,750,000

４人 3,220,000 5,130,000

５人 3,600,000 5,510,000

-

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

諧
手
当
月
額

　
児
童
土
人
あ
た
り
　
　
３
。
０
０
０
円

　
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
穏
威
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

て
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
全
額
支

給
停
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
手
当
月
額

　
児
童
士
人
　
４
２
。
３
７
０
円

　
児
童
２
人
　
４
７
。
３
７
０
円

　
児
童
３
人
以
降
３
。
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
、
士
４
。
０
２
０

　
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

笞
・
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
（
１
級
・

２
級
）
の
あ
る
児
童
（
2
0
成
未
満
）
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

　
１
撒
該
当
　
５
１
。
５
５
０
円

　
２
級
該
当
　
３
４
。
３
３
０
円

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
且
月

９

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、
所
得
制
限

な
ご
、
詳
し
く
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
音
8
1
－
１
８
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



ふ
れ
あ
い

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
第
２
期
工
事
と

し
て
進
め
て
い
た
露
天
風
呂
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
２
月
1
5
日
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
は
、
こ
れ
ま
で
の

東
雲
荘
に
代
わ
り
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
世
代
間
を
超
え
た
交
流
を
図
っ

た
り
、
文
化
活
動
等
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
園
施
設
と
し

て
建
設
し
ま
し
た
。

鋼]米ﾚ噺庸]

巣しれ]⑤[れ]

第３号被保険者の
届出を忘れすに

　
第
３
号
被
保
険
者
と
は
？

　
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
加
人
言
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
配
偶
者
が

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
ま
す
。

心

呂
が
完
成

　
昨
年
２
月
１
目
か
ら
１
年
間
で
約
２

万
２
千
人
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
も
の
は
、
従
来
の

風
呂
に
加
え
、
岩
風
呂
（
3
0
�
）
と
檜

風
呂
（
門
ｍ
）
で
、
１
回
に
岩
風
呂
が

７
～
８
人
、
檜
風
呂
が
９
人
利
用
可
能

で
、
料
金
は
、
小
学
生
（
上
目
に
つ
き
）

1
5
0
円
、
中
学
生
以
上
（
１
目
に
つ
き
）

3
0
0
円
、
6
0
歳
江
上
の
方
及
び
未
就
学
光

一
－
　
－
１
　
‐
―

　
第
３
号
披
保
険
者
の
仕
組
み

　
第
３
号
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
納
め
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
配
偶
者
の
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
全
体
で
拠
出
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

万
策
３
号
被
保
険
者
の
届
出

　
第
３
号
彼
保
険
者
に
認
定
さ
れ
る
に

は
、
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
第

３
号
被
保
険
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
結
婚
、
退

職
、
転
職
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
も
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

言
主
な
例

　
○
会
社
員
と
結
婚
し
て
、
扶
養
さ
れ

岩　風　呂

は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
建
設
部
都
市
計
圓
課
公
園
緑
地
係

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
1
－
－
１
８
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ

　
　
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　
○
夫
（
妻
）
が
厚
生
年
金
保
険
の
あ

　
　
る
会
社
に
就
職
し
、
扶
養
さ
れ
る

　
　
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　
○
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者
に
扶

　
　
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　
○
配
偶
者
の
加
入
す
る
年
金
制
度
が

　
　
変
わ
っ
た
と
き

※
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
が
該
当
年

　
月
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
そ

　
の
期
間
は
保
険
料
未
納
期
間
と
な
り

　
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
成
1
4
年
４
月
か
ら
の
第
３
号
被
保

　
除
者
の
届
出
先
は
、
市
役
所
・
町
村

　
役
場
で
は
な
く
配
偶
者
の
勤
務
し
て

　
い
る
事
業
所
に
な
り
ま
す
。

･ W 〃

男　２下馬木Ｂチーム弥生チーム

子
1
0
チ
ー
ム
、
女
子
２
チ
ー
ム
、
小
学
　
１
０

生
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
競
技
は
、
男
子
、
女
子
の
部
と
も
選

手
５
人
、
小
学
生
の
部
は
選
手
1
0
人
に

よ
る
り
Ｉ
グ
戦
、
↓
本
引
き
で
行
わ
れ

男
子
の
部
は
下
馬
本
Ｂ
、
女
子
の
部
は

弥
生
、
小
学
生
の
部
は
壬
生
小
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
Ｂ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

３準優男
　優　　子位勝博゛

敢
闘
賞

〈
女
子
〉

下
馬
本
Ｂ

六
美
町
南

み
ぶ
夕
顔
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

ズ
Ｓ
Ｃ

壬
生
郵
便
局

優
　
勝
　
弥
生

準
優
勝
　
太
極
拳

〈
小
学
生
〉

優
　
勝
　
壬
生
小
サ
ッ
カ
土
フ
ブ
Ｂ

準
優
勝
　
壬
生
小
サ
ッ
カ
ー
ラ
ブ
Ａ

壬生小サッカークラブＢチーム



吉
田
選
挙
管
理
委
員
長

　
　
　
自
治
大
臣
表
彰
を
受
け
る

　
壬
生
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
吉
　
　
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
大
臣
表
彰
を

田
忠
雄
氏
が
、
第
４
９
一
回
衆
議
院
議
員
総
　
　
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
（
平
成
1
2
年
６
月
2
5
日
執
行
）
に
　
　
　
吉
田
氏
は
、
昭
和
5
1
年
か
ら
昭
和
5
5

関
し
、
よ
く
そ
の
職
務
に
精
励
し
、
そ

の
成
績
が
特
に
顕
著
で
他
の
模
範
で
あ

吉
田
委
員
長

（
左
）
と
清
水
町
長

椎言二号越さんの

｢几言づじ

　　果す釣り大会｣

第8回まちづくり
　　町民ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ

年
及
び
昭
和
5
9
年
か
ら
現
在
に
至
る
1
9

年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を

勤
め
、
特
に
昭
和
5
9
年
‥
‥
１
１
月
か
ら
は
1
5

年
余
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
の
重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

常
に
法
規
の
研
鎌
に
励
み
、
卓
越
し
た

識
見
に
よ
っ
て
委
員
会
を
円
滑
に
運
営

し
、
今
回
の
総
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、

書
記
長
以
下
関
係
職
員
を
よ
く
指
揮
監

督
し
、
少
し
の
過
誤
も
な
く
適
正
か
つ

円
滑
な
管
理
事
務
の
執
行
を
行
っ
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

入貧者の皆さん

よい歯のコンクづし表彰等が行われました

-

保
健
・
福
祉
の
　
　
　
菊
地
ヤ
ス
子
　
　
　
金
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
間

功
労
者
等
を
表
彰
　
支
部
代
表
　
安
生
幸
比
古

　
２
月
９
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
松
原
英
多
さ
ん
の
健
康
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
講
演
前
に
保
健
・

福
祉
関
係
の
表
彰
が
行
わ
れ
次
の
方
々

等
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

国
民
健
康
保
険
健
康
増
進
奨
励
事
業

健
康
優
良
家
庭
褒
賞

酒
井
正
雄
、
金
成
　
進
、
宇
都
宮
克
生

本
田
キ
ミ
、
倉
井
豊
之
、
青
木
　
武

保
健
事
業
功
労
者

予
防
接
種
部
門
　
　
　
多
島
　
直
衛

健
診
部
門
　
　
　
　
　
加
藤
己
久
司

保
健
組
織
活
動
部
門
　
高
橋
　
良
子

母
子
保
健
衛
生
部
門
　
小
林
　
ト
シ

廃
棄
物
部
門
　
　
　
　
中
表
町
自
治
会

福
祉
功
労
者

　
自
立
更
生
者
　
　
　
山
川
　
螢
予

援
護
功
労
者

　
菊
地
ヤ
ス
予
　
　
　
金
成
　
ま
す

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
同
窓
会
壬
生

支
部
代
表
　
安
生
幸
比
古

３
歳
見
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

臼
井
悠
記
、
鈴
木
遠
大
、
刀
川
可
奈
子

佐
藤
杏
美
、
倉
持
友
美

社
会
福
祉
協
議
会
高
額
寄
付
者

　
（
1
5
万
円
以
上
の
寄
付
者
）

お
も
ち
や
博
物
館
物
産
店
組
合
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
プ
、
至
宝
寿
会
福
祉
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、
狽
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
、

日
本
歌
謡
師
範
連
盟
栃
木
県
支
部
、
ふ

れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
伏
木
美
佐
恵

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
壬
生
町

民
生
委
員
協
議
会

南
大
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
（
1
5
万
円
相
当
以
上
の
物
品
寄
付
者
）

ゆ
う
が
お
会

　
青
木
さ
ん
ら
３
名

　
表
彰
さ
れ
る

　
　
栃
木
県
統
計
大
会
で

　
第
3
8
回
栃
木
県
統
計
大
会
が
２
月
８

日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

そ
の
席
上
、
本
町
か
ら
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
農
林
水
産
大
臣
表
彰
２
０
０
０
年
世

界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
調
査
員
）

　
青
本
荘
一
　
（
下
表
町
）

　
神
長
　
仲
（
下
町
）

●
栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

（
調
査
員
）

　
大
垣
藁
子
（
安
塚
南
部
）

　第８回まちづくり町民フォトコ

ンテストの入賞作品13点がこのほ

ど決まりました。

　今回は、33名の方々から55点の

作品が寄せられ、鍛優秀賞に当た

る「推薦」には、上通町の船越幸

之助さんの［花まつり　ます釣り

大会］が選ばれました。

　なお、これらの作品は、平成13

年度まちづくりふれあいカレンダー

に掲載しています。審査結果は、

次のとおりです。　　（敬称略）

◆推薦「花まつり　ます釣り大会」

船越幸之助（上通町）◆特選「に

ぎわい」夫嶋喜美江（緑町２）、

「だのしいなプール」石崎典子

（六美町中央）◆入選「びっくり

農園」鞭藤正男（中泉）、「古代に

遊ぶ」川原田忠司（緑町３）、「女

みこし」関口和義（旭町）、「熱気

球からの眺め」白石キクノ（緑町

１）、「城址公園の桜」三浦英夫

（万町）、「吾妻古墳」海老沼武

（前宿坪）◆佳作「シンボル時計」

白石キクノ（緑町１）、「ふれあ則

夫嶋喜美江（緑町２）「稚児行列」

磯よし江（駅束）、「青空に向かっ

て」石崎大門（六美町中央）
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た
だ
い
ま

研修旅行にて記念写真

L｡学生に支持芦れる

ぷ堕=･なづどｈか･l.･ =･=｡･１まちづくりをづ

白印=旨して…………………

∠ゝ、　…………弓おもちゃのまち商店会

箆

会
員
数
4
7
名
で
す
。
商
店
会
は
町
づ
く

り
の
応
援
団
と
し
て
、
又
、
町
の
留
守

番
役
と
し
て
「
交
通
安
全
の
町
」
「
犯

罪
の
な
い
町
」
自
治
会
の
皆
様
に
も
お

世
話
に
な
る
「
ご
み
の
な
い
町
」
を
信

条
と
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、

※
南
犬
飼
中
職
場
体
験
へ
の
協
力

　
買
う
方
の
立
場
か
ら
、
売
る
方
の
立

場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
商
人
の
苦
労

を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
か
と
思

い
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
し
っ
か

り
し
て
い
ま
す
よ
。

※
研
修
旅
行

　
本
年
は
、
福
島
県
の
ア
ク
ア
マ
リ
ー

ン
ふ
く
し
ま
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
地

元
の
海
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
歴
史
・
海

水
の
流
れ
・
魚
の
種
類
な
ど
初
め
て
で

も
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
施
設
で
し
た
。

そ
こ
で
、
本
町
の
緑
化
フ
ェ
ア
後
の
県

立
公
園
に
も
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

※
年
末
謝
恩
セ
ー
ル

　
年
に
１
度
、
お
客
様
へ
の
恩
返
し
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
駅
前
広
場
に

て
大
抽
選
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
景
品

が
待
ち
き
れ
な
く
て
、
車
を
呼
ぶ
ほ
ど

の
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
甘
酒
や
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
な
ど
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
お

も
ち
ゃ
博
物
館
等
に
協
力
し
、
焼
き
そ

ば
、
お
に
ぎ
り
、
か
ら
揚
げ
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
狽
協
医
大
が
近
い
の
で
、

学
生
さ
ん
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
お
年
寄
り
の
方
に
も
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
店
、
愛
さ
れ
る
商
店
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。

ni
諮

　　　　　　　　　　　　　　　●

社会人(Noﾌﾞ18)

㈲大橋建築設計事務所

　　　佐藤大介さん

　
当
事
務
所
は
、
雄
琴
神
社
南
側
に
あ

る
中
央
商
事
ビ
ル
内
２
階
に
あ
り
ま
す
。

職
種
は
建
築
物
の
設
計
及
び
管
理
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
共
で
働
い
て

い
ま
す
佐
藤
大
介
君
は
今
年
３
年
目
、

と
て
も
努
力
家
で
一
昨
年
、
二
級
建
築

士
の
試
験
に
お
い
て
見
事
合
格
、
建
築

士
と
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
建
物
の
設
計
は
実
に
細
や
か
で
神
経

を
使
う
仕
事
で
あ
り
、
洋
風
・
和
風
と

仁

一､図

’ 一 一

似顔絵:(こんな僕です)

佐藤さんの設計した自信作

お
客
様
の
要
望
が
千
差
万
別
な
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
変
で
す
。
ま
た
こ
こ
近
年
、
建
築
関

係
の
法
律
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
そ
れ

に
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
佐
藤
君
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆

使
し
た
設
計
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
几
帳
面
で
、
仕
事
が
速
く
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
て
く
れ

ま
す
。
趣
味
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
、
シ
ー

ズ
ン
に
は
毎
週
海
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

又
ス
キ
ー
も
大
変
上
手
だ
そ
う
で
す
。

　
佐
藤
君
の
実
家
も
設
計
案
を
営
ん
で

い
る
の
で
、
将
来
は
家
業
を
手
伝
い
た

い
と
の
こ
と
。
勤
勉
で
努
力
家
の
佐
藤

君
な
ら
、
き
っ
と
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
大
橋
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一

　
自
宅
で
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
を
作
っ

て
い
る
豊
後
さ
ん
は
、
以
前
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
小
さ
な
人
形
を
手
に
取
っ
た

時
、
フ
」
れ
な
ら
自
分
で
も
で
き
る
」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら

手
芸
が
好
き
で
、
よ
く
フ
ェ
ル
ト
生
地

で
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
い
た
こ

と
と
、
市
販
の
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
だ

と
値
段
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
、
作
り

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
子
供
達
が
手
を
放
れ
た
の
で
、
自
分

の
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
も
ら
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ン
ト
リ
ー
’

ド
ー
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。
顔
は
古
着

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
紅
茶
で
染
め
て
肌
の

色
を
出
し
、
服
も
古
着
や
千
フ
ロ
ン
な

4 1
Ｈ
１
ｊ
Ｊ
　
う

工
ｔ
ｌ
　
　
　
ゾ

ノ
　
心
Ｉ
ペ
ｙ
ｙ
ブ
ー
ｙ
…
…

　
　
…
…
…
゛
ご
今
ノ
一
句
ｔ

ごれもみんな自信作／

と
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　
顔
の
表
情
、
特
に
目
の
バ
ラ
ン
ス
に

苦
労
し
ま
す
が
、
一
体
を
丸
一
日
で
作

り
上
げ
る
そ
う
で
す
。
人
形
に
は
季
節

の
小
物
を
持
た
せ
て
飾
り
付
け
、
メ
ル

ヘ
ン
チ
ッ
ク
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

販
売
を
も
と
に
、
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル

の
作
製
キ
ッ
ト
販
売
や
、
注
文
（
通
竺

販
売
な
ど
も
手
が
け
て
い
き
た
い
と
い

ヽ
っ
こ
と
で
す
。

リサイクルで

オリジナルの人形づくり

東原　豊後良子さん

　ふX

　4･･φ－

　四
’こ「

　
　
　
短
　
　
歌

終
電
降
り
北
風
の
中
を
帰
る
息
に

時
問
計
ら
い
お
で
ん
あ
た
た
む

こ
の
朝
の
冷
え
こ
み
厳
し
ま
だ
寝
て
て

よ
い
の
に
幼
な
と
姑
が
起
き
だ
す

病
癒
え
あ
れ
も
こ
れ
も
と
し
た
き
こ
と

ま
ず
食
べ
る
こ
と
じ
ゃ
が
芋
を
む
く

ぱ
た
ん
雪
窓
を
か
す
め
て
降
り
つ
ぐ
を

矩
龍
の
な
か
よ
り
眺
め
て
お
り
ぬ

　
　
　
俳
　
　
句

百
歳
の
母
あ
る
誇
り
豆
を
撒
く

絵
筆
動
く
四
温
と
い
う
が
あ
り
に
け
り

薄
氷
を
踏
み
て
幼
き
日
に
戻
り

誕
生
日
神
鈴
の
音
冴
え
か
え
る

文
化
協
会
文
芸
部
選

鈴
木
佳
世
子

野
口
　
富
代

安
原
　
日
四
子

岩
田
　
幸
子

鈴
木
　
文
二

山
水
八
重
子

山
田
　
カ
ツ

奥
村
　
ト
シ
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參ちのわだい

学
校
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場

　
　
　
　
　
　
琴
と
尺
八
の
体
験
授
業

　
２
月
６
日
、
壬
生
北
小
で
は
、
６
年

生
の
音
楽
の
授
業
で
学
校
の
地
域
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
琴
と
尺
八
の

体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
授
業

は
、
筝
曲
家
宮
城
道
雄
に
つ
い
て
調
べ

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

一 一 一 一 … - 一 一

匠

こ
1
1
1
・
’
・
・
・
「
’
」
．
一
い
い

［

‘ ］
ｙに

竹

凱
ニ
ン
グ
ー
ル

　
平
成

1 2
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
団
体
の
表
形
式
が
２
月
５
日
系

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
本
町

　
こ
の
日
は
、
学
校
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
通
町
在
住
の
田
中
鐘
八
郎
さ
ん
・

美
枝
子
さ
ん
夫
妻
が
講
師
と
な
り
、
琴

と
尺
八
を
指
導
。
「
春
の
海
」
の
演
奏

を
披
露
後
、
児
童
達
も
夫
妻
の
指
導
で

直
接
琴
に
触
れ
、
譜
面
を
見
な
が
ら

「
さ
く
ら
、
さ
く
ら
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
学
校
の
教
育
活
動
の
中
で
、

地
域
の
方
々
に
支
援
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
学
習
の
展
開
を

因
り
、
児
童
生
徒
の
「
心
の
教
育
」
　
の

推
進
、
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
因
っ

て
い
ま
す
。
学
習
活
動
支
援
、
環
境
活

動
支
援
、
体
験
活
動
支
援
な
ど
無
償
で

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
サ
ー
ク
ル
、

事
業
所
等
の
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
最
寄

り
の
学
校
か
、
町
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
ら
フ
ラ
ワ
ー
部
門
で
次
の
５
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
福
和
田
花
壇
管
理
組
合

優
秀
賞

　
　
ク

　
　
々

　
　
ク

-

下
町
桧
寿
会

桧
原
寿
会

上
町
桧
寿
会

安
塚
三
老
会

画家の梁島晃一氏

安塚小で絵の課外授業

福和田地区花壇管理組合が優秀賞

とちぎ花のまちづくりコンク祠ﾚ

　
絵
に
対
す
る
感
じ
方
、
見
方
を
専
門

家
の
立
場
か
ら
指
導
し
て
も
ら
お
う
と

安
塚
小
学
校
（
田
代
浩
校
長
）
で
は
２

月
７
日
、
同
校
出
身
の
画
家
梁
島
晃
一

指
導
を
受
け
る
児
童
た
ち

　
全
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
推
進
委
員
会

が
実
施
し
て
い
た
策
士
回
と
ち
ぎ
花
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
町
の

福
和
田
地
区
花
壇
管
理
組
合
が
、
優
秀

賞
（
栃
木
県
農
務
部
長
賞
）
に
輝
き
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
や
緑
を
通

じ
、
美
し
い
景
観
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

環
境
を
つ
く
り
、
心
豊
か
な
生
活
の
実

現
と
多
彩
で
個
性
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
同
組
合
は
、
平
成
９
年
に
発
足
し
、

櫓
万
福
和
田
地
内
一
級
野
道
３
号
緑
洽

い
の
９
０
０
�
に
お
よ
ぶ
緑
地
帯
の
花

一

氏
を
講
師
に
迎
え
、
児
童
た
ち
が
絵
の
　
１
４

課
外
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
５
・
６
年
生
が
同
氏
か

ら
小
学
校
時
代
の
地
域
の
様
子
や
絵
に

対
す
る
亨
凡
方
等
の
講
話
を
聞
い
た
あ

と
、
６
年
生
3
5
名
が
描
画
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　
材
料
は
、
の
り
と
絵
の
具
を
混
ぜ
た

も
の
を
使
用
、
筆
を
使
わ
ず
素
手
で
描

く
独
特
の
手
法
で
、
児
童
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
気
持
ち
や
思
い
を
画
用
紙

に
表
現
、
そ
の
後
あ
ら
か
じ
め
描
い
て

お
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
参
考
に
、
絵
の
上

に
墨
汁
と
筆
で
完
成
さ
せ
る
も
の
で
、

児
童
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

壇
で
、
組
合
員
ら
が
花
の
植
栽
や
除
草

な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
常
に
環
境

美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

大橋会長（中央）と大橋会計（左）



参ちのわだい地域の話題などをお寄せください

　　結成20周年を祝う

女性ドライバークラブが記念式典

　
昭
和
5
4
年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
町

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
結
成
2
0

周
年
記
念
式
典
が
２
月
２
日
、
壬
生

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
式
典
は
、
会
員
を
は
じ
め
、
来
賓
等
約

　
　
7
0
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代

皿
表
し
て
、
人
見
イ
ハ
会
長
か
ら
「
今
後
も

見
犠
牲
者
を
家
庭
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
ヽ
ま

心
だ
、
加
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
草
の
根

↓
９
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
っ

ご
が
あ
り
ま
し
た
。

い
　
続
い
て
、
副
会
長
と
し
て
長
年
会
の
発

心
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
７
名
に
人
見
会
長
加

瀬
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
来
賓
の
清

式
水
町
長
や
青
木
栃
木
警
察
署
長
等
か
ら
お

　
　
祝
い
の
言
葉
が
延
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
席
上
、
同
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
た

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
の
一
部
が
、

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
春
を
歩
こ
う

　
1
0
0
人
が
「
－
万
歩
め
ざ
す

　
町
と
町
保
健
委
員
会
主
催
の
「
新
春
を

歩
こ
う
」
が
１
月
3
0
日
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
元
気
で
長
生
き
す
る
秘
訣
の
ひ
と
つ
は

体
を
勤
か
す
こ
と
、
特
に
歩
く
こ
と
は
ご

利
益
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
催
し
に
は
2
5
歳
か
ら
8
5
歳
ま
で
の
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
ト
レ
ー

ナ
ー
の
塩
田
政
史
氏
の
「
効
果
的
な
歩
き

方
」
の
お
話
の
あ
と
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
ス
タ
ー
ト
、
１
万
歩
を
め
ず
し
て
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し

た
。

大関支部長から大出壬生小校長へ

しいたけが手渡される

ヘ
ル
シ
ー
で
栄
養
豊
富

と
ち
ぎ
の
き
の
こ
緊
急
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン

　壬生町毎出荷組合が

経営改善活動部門で優秀賞

　
平
成
1
2
年
度
農
業
・
農
村
活
性
化
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
形
式
が
２
月
1
6
日
、
県

公
館
で
行
わ
れ
、
経
営
改
善
活
動
部
門

毎
出
荷
組
合
の
皆
さ
ん

　
県
内
産
の
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
き

の
こ
を
学
校
給
食
に
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
「
栃
本
の
き
の
こ
」
　
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
需
要
拡
大
を
図
ろ
う

と
、
栃
木
県
特
用
林
産
協
会
で
は
こ
の

た
び
「
と
ち
ぎ
の
き
の
こ
緊
急
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
壬
生
町
で
も
２
～
３
月
に
か
け
て
、

県
特
用
林
産
協
会
席
南
支
部
（
大
関
文

雄
支
部
長
）
か
ら
町
内
の
1
0
小
・
中
学

校
へ
壬
生
町
産
の
し
い
だ
け
や
乾
し
い

だ
け
、
な
め
こ
計
約
7
2
収
が
給
食
用
と

し
て
、
６
回
に
わ
た
り
提
供
さ
れ
ま
し

た
。

で
壬
生
町
薙
出
荷
組
合
（
粟
島
安
男
組

合
長
）
が
優
秀
賞
（
栃
木
県
知
事
賞
、

栃
木
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
が
今
後
の

地
域
農
業
の
発
展
に
役
立
て
る
た
め
、

地
域
の
活
性
化
や
農
業
の
振
興
に
尽
力

し
て
い
る
集
団
等
を
表
彰
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
同
組
合
に
は
、
町
内
の
薙
生
産
農
家

の
大
多
数
が
加
入
し
て
お
り
、
他
産
地

と
の
差
別
化
や
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
出
荷

形
態
の
導
入
等
、
絶
え
ず
改
善
を
回
り
、

経
営
の
安
定
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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施　　設 目　　次 場　　所
電話番号
(問い合わせ)

生涯学習館 P18～P19 落合３丁目５－３ ０２８２－８２－８３８４

壬生中央公民館 P20～P22 本丸１丁目8 －33 ０２８２－８２－０１０８

南犬飼地区公民館 P24 安塚1179 ０２８２－８６－００３１

稲葉地区公民館 P25 上稲葉932 ０２８２－８２－７３７４

おもちや博物館 P22 国谷2300 0282－86－7111

図　　書　　館 P27 本丸１丁目8 －33 ０２８２－８２－８５４３

スポーツ振興課 P27　　　　　壬生甲3828 0282－82－2345

児　　童　　館 P26～P27　　壬生丁281 ０２８２－８２－７３８８

子そだて広場 P23
生涯学習館・駅東自治公民館

南犬飼地区公民館

児童文化教室 P27 キャンプ・野外活動

自主サークル P28～P29 会員募集（各関連施設）

ぐ 受付け開始日時と申し込み方法は、施設により異なりますので、

それぞれのページでご確認ください。

う

１６
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手作り小物教室

まなびで拓く新しい世界と自己再発見

民話を聞くつどい
　　　　　　　　　　　　手芸研究家　染谷京子氏

　日用的な小物を手作りし、生活にうるおいと楽し

さを、そして創る喜びを味わってみませんか。

　小学生への手芸教室、各種催し物の賞品づくり、

バザーなど、ボランティア活動につながる夢もふく

らみます。

① ５／ｎ 金 チューリップアームカバー

② 5/25 金 小物入れ

③ ６／８ 金
パッチワークの卜－トバック

④ 6 /22 金

⑤ 7/13 金 アイブロー（ハーブ入り）

⑥ 7/27 金 針さし

⑦ ９／ｎ 金 コースター

⑧ 9 /28 金
ランチョンマット

⑨ 10/12 金

⑩ 10/26 金 手人形

=ご万時　　間　午前10時00分～12時00分

1==;===,募集人員　20名

……=･･=j･=こ･=,会　　場　生涯学習館・研修室

奏教材費4,000円

たでも参加できます）

　　上．中国語講座

ヽ －

　　　元ハルピン医科大学日本語講師　熊　青姻氏

　今回の講座は、中国語の日常会話を中心として学

習し、言葉の背景にある文化や諸事情など、異文化

の接点をも視野に入れながら、皆様の希望に応えら

れるよう楽しく分かりやすく解説します。

① 5 /12 土 中国語の発音、あいさつの言葉。

② 5 /19 土 家庭について。

③ 5/26 土 道をたずねる。

① ６／２ 土 電話をかける。

⑤ ６／９ 上 レストランで。

⑥ 6 /16 土 診察を受ける。

⑦ 6 /23 土 言葉について。

⑧ 6 /30 上 仕事について。

⑤ ７／７ 土 買い物。

⑩ 7 /14 上 観光。

開
場

時
会

午前10時00分~12時00分　……==募集人員　30名

生涯学習館・研修室　　教材費　2,000円

　｢むかしむかしあったとさ　　　｣ゆったりと、く

つろぐ昔話の世界。日本人の心のふるさと民話。ほ

のぼのとした温もりの中で、心を遊ばせてみません

か。お子さんも大歓迎｡ｹﾞ

………期　　日　５月27日(日)・11月18日(日)

……'･………時　　間　午前10時00分～11時00分

………゜j会　　場　生涯学習館・研修室

　語り部　みぶ民話の会メンバー

　費　　用　無料

町教育委員会後援講座

親と子のきずなを深める

親業訓練講座
　　　　　親業訓練インストラクター　木村園恵氏

　子育てに不安はありませんか。子どもの気持ちが

よくわかりますか。この講座では、日々の生活の場

面をヒントに、聞き方・話し方を実際に練習します。

また、皆さんとの話し合いを通じて、親子がより親

密な関係を築くための方法を考えます。

① 5 /29 火 親も人の子、神様ではない。

② ６／５ 火 親になんて話せない。

③ 6/12 火 子どもの心を知るために。

④ 6 /19 火 子どもが受け人れる話し方。

⑤ 6/26 火 子どもを取り巻く環境。

⑥ ７／３ 火 さけられない親子の対立。

⑦ 7 /10 火 対立を解くために｢勝負なし｣法。

⑧ 7 /17 火 観察を失格しないために。

対　　象

………募集人員

時　　間

ヅ会　場

ご受講料

申し込み

幼児・小中学生を持つ親、興味のある方

15名（先着順）

午前９時30分～12時30分

生涯学習館　会議室

体900円（敦村費など）

�86－2083　本村

１８



／平成13年度　　ヽ　　　　　　………､=、

ｋ　前期講座

生涯学習館

……j
j

期　日　①５月19日

　　　　①６月９日

　　　　⑦６月30日

　　　　⑩７月21日

し
時
作
定

１９

八
間
ぺ
員

午前TLO時00分～12時00分

20名

楽しんで書く自分史
　　　　　　NHK文化センター講師　児玉浩太郎氏

　だれにも自分の歴史があります。その生きた証し

を綴るのが自分史です。自分史には、あなたの生涯

を語る「大作」もありますが、「わたくしの恋」、

「子育て奮闘記」など人生の一時期を記録する「小

品」もまたいいものです。

　さあ楽しく自分史を書いてみましょう。

① ５／９ 水 自分史を吉く目的や意味。

② 5 /23 水 書くことで得るプラスいろいろ。

③ ６／Ｂ 水 人生を振り返る∩感動の思い出など）

④ 6/27 水 構成を考える。執筆開始。

⑤ 7 /11 水 筆を進める。

⑥ 7 /25 水 書きながら心がけること。

⑦ 9 /12 水 改良する部分を探す。

⑧ 9/26 水 有名人の「自分史」から学ぶ。

⑨ 10/10 水 自分史完成へ，講師の個別アドバイス。

⑩ 10/24 水 質疑と意見交換。講師総評。

　時　　間

回募集人員
……･=;･.こ,f一会　　場

………:･,一一教材費

午後１時30分～３時30分

15名

生涯学習館・会議室

2,000円

楽しい登山教室
　　　　　　　　　栃木県山岳連盟　臼田徳雄氏他

　いま登山ブームの中、正しい知識で対処すれば未

然に防げた事故も起きています。この講座では、山

岳連盟のベテランが山行のイロハからやさしく指導

してくれます。健康増進とともに、天気を予測でき

る、地理に詳しくなるなど、思いがけないうれしさ

があります。山の魅力を満喫し、くらしに明るいリ

ズムをつけてみましょう。

① ６／７ 本 登山計画・装備

② ７／５ 木 歩行技術・応念持対策

③ 7 /13 本 実技（日光方面）

④ 8/27 木 地図の読み方

⑤ ９／６ 本 山の気象判断

=.……時　　間

………募集人員

会　場

　教材費

午後１時30分～３時30分

50名

生涯学習館・講堂

1,000円（実技は実費）

-

日本語を学んで友だちの輪をひろげよう

外国人のための日本語講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくだしずえし　　　　　　　県国際交流協会評議員　福田静汀氏ほか

　みぶまち　とらぎけん　ざいじゅう　　　　　がいこくじん
　壬生町・栃木県に往往している外国人のみなさん、

にち旨うせいかつ　ひつよう　　にほんご｀　まな　　　ちいき　ひとびと
日常生活に必要な日本語を学び、地域の人々とより

　　　こういうよい交流をしてみませんか。

②５月26日　③６月２日

⑤６月16日　⑥６月23日

⑧７月７日　⑨７月長日

　まいしﾊﾞどようび(毎週土曜白

　かい　じjう　みぷまちとょ9がいがくLaMヽん大会　場　壬生町生涯学習館

ト教材費　1､000円

(わからないことがありましたら、生涯学習館に聞

　いてください｡)

県民カレッジ連携講座（県内の方ならどな
＼ﾘｽﾞﾑとともだち楽しく遊ぼう

　　　リトミック研究センター　チーフ指導者　加藤玲子氏

　2･3歳児を対象に、母と子のかかわりのなかで、リズ

ムの流れや音を通し、感じる心と身体をつくります。

　初めてのグループと経験したグループに分かれます。

〔主な内容〕ごあいさつ・手合わせパッチン・絵カー

ド・まねっこメロディ・ダンス・マラカスサンバ等

･･…………=対　象　２歳児・３歳児と母親

分募集人員　２グループ　各20組

､j=｡!=､･:期　日　①５月９日　②５月23日　③６月13日

　　　　　④６月27日　⑤７月４日　⑥７月11日

　　　　　⑦８月８日　⑧８月29日　⑨９月12日

　　　　　⑩９月26日（毎週水曜日）

六時　間　Ａコース（初心者）午前10時～10時50分

　　　　　Ｂコース（経験者）午前11時～11時50分

宍会　場　生涯学習館・講堂

万………教材費　2､000円

丿託　児　乳児はお預かりします。
　　　　　に希望の方は受付け時にお申し込みください）



さあ学び楽しむ春。学んでつくろう壬生の未来

|゜生き甲斐を感じる俳句の講座

　　　　　　　　　　　　　　　　　中田　亮先生

　世界の中で最も短い詩型の俳句。わずかに十七音

数の言葉によって表現する文芸の味わい方を学習し

ながら、その詠い方を学習しよう。

5 /18 火 講義・俳句のおもしろさ

5/22 火 講義・名句の鑑賞法

6 /12 火 創作合評会（句会八随時､名句o鑑賞を

創作合評会（句会）　はさみながら。6 /26 火

7 /10 火 創作合評会（句会）

創作合評会（句会）7 /24 火

8 /28 火 創作合評会（句会）

9 /11 火 創作合評合川合）

9/25 火 創作合評会（句会）　　　　　｜

10/ 9 火 創作合評会（句会）

時　　間

募集人員
会

･1･………=･教材

‥･i･l=｡｡･･持参

場
費
品

さら
更

午後１時30分～午後３時30分

30名

中央公民館（２階：学習室）

100円

筆記用具

しな
級

　き
記

　　　　　　　　足利学校　研究員　倉沢昭壽先生

　「更級日記」を読んで、平安時代の女性の魂と生

き方にふれてみよう。

5/10 木 更級日記

5 /24 水 更級日記

6 /14 本 更級日記

6 /28 水 更級日記

７／５・６ 木・金 研修（行先未定）

7/12 本 更級日記

7 /26 本 更級日記

８／９ 水 更級日記

8/23 本 更級日記

９／↑３ 木 更級日記

ｊ時　聞

　募集人員

……会　場

･,=j･=･･･=教材費

ly･持参品

!=･=.････.==･=研修人員

午後１時30分～午後３時30分

50名

中央公民館（２階：研修室）

100円

筆記用具

33名（実費負担）

七宝焼教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　信先生

　あなただけのオリジナルアクセサリーを七宝焼で

作ってみませんか。

5 /24 水 銀コート

6 /14 水 彫金七宝

6 /28 本 貴石七宝　珊瑚

7/12 本 青苔七宝　前章

7 /26 木 銀箔（部分）七宝

８／９ 木 フリットヒ宝

8/23 水 銀箔地

9 /13 本 銀箔地

9 /27 本 銀箔地
士O/11 本 銀箔地

時　　間

募集人員

会　　場

教材費

午前９時30分～午前1士時30分

士O名

中央公民館（２階：実技実習室）

申込時　3,000円　他実費

受講の受付けは、

４月21日(土)午前９時

から中央公民館で行

います。

電話での申込みはで

きません。

２０



”平成13年度中央zゝ　館｀
y.前期講座　　　　zl民　　，ﾉ

古典文学講座 ～庶民のうた～

　　　　　　　　　宇都宮大学教授　長尾高明先生

　日本の古典文学を庶民が感じた歌から見つめ、様々

な感じ方、考え方、生き方等を学習する。

5/15 火 万葉集　東歌

5 /29 火 万葉集　防人歌

６／５ 火 万葉集　防人歌

6 /19 火 梁塵秘抄

７／３ 火 梁塵秘抄

7 /17 火 閑吟集

7/31 火 閑吟集

８／７ 火 川柳

8 /21 火 川柳

９／４ 火 研修：文学散歩（黒羽方面）

づ……･一時　　間　午後１時30分～３時30分

‥j……募集人員　50名

j………会　　場　中央公民館（２階：研修室）

1･･J･=･=･=･･教材費100円

……=･=･i.=･=..･持参品　筆記用具

11･=j研修人員　33名（実費負担）

ﾌ'1'¨………j･゜･jl2･;･=･木目込人形

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤玲子先生

　伝統技法で描きあげられた胡粉仕上げの頭、京都

西陣で織られた全らん、友禅の布地を用い、人形を

作ってみませんか。

５／９ 水 いずめこ

5 /23 水 いずめこ

6 /13 水 浮雲（男）

6 /27 水 浮雲（男）

7 /11 水 浮雲（女）

7 /25 水 浮雲（女）

８／８ 水 浮雲（女）・その他

8 /22 水 浮雲（女）・その他

９／↓２ 水 浮雲（女）・その他

9 /26 水 浮雲（女）・その他

時　　間　午後１時30分～３時30分

募集人員

七会

加教材

才持参

２１

場
費
品

20名

中央公民館（２階：実技実習室）

申込時3,000円・他実費

有用ハサミ・おしぼり・千枚通し

小皿（のり用）

コーラスの広場
　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤昌代先生

　思い出の歌・童謡・唱歌をコーラスで歌い、楽し

い仲間の輪を広げましょう。

５／拓 水 童謡・唱歌

６／６ 水 童謡・唱歌

6 /20 水 童謡・唱歌

７／４ 水 世界の名歌

７／掴 水 世界の名歌

８／１ 水 世界の名歌

8 /22 水 ふるさとの思い出の歌

９／５ 水 ふるさとの思い出の歌

9 /19 水 日本・外国の愛唱歌

10/3 水 日本・外国の愛唱歌

時　　間　午前10時～12時

募集人員　30名

乙=会　場

ヽ=回教材費

中央公民館（展示資料室）

100円

…………j………きょうの献立
(料理教室)

　　　　　　ヘルシーライフ推進員　西渾直子先生

　旬の良材を使って毎日の食生活に潤いと変化を与

え、季節感のある食事作りをしませんか。

5 /11 金 バランス食とは

5/25 金 出盛りの材料でバランスよく

６／８ 金 野菜たっぷりで

6 /22 全 とびきり簡単！

7/13 金 もう少しダイエット

7 /27 金 ビールがおいしい料理

8 /10 金 夏休み子供と一緒にLet's Cooking ↓

8 /24 金 夏休み子供と一緒にLet's Cooking 2

9 /14 金 お年寄りにやさしい句の昧を

9 /28 全 秋昧ごはんで

時　　間

募集人員

j=j‥会

哨り17j･教材

･･･==il･=･持参

場
費
品

午前10時～午後１時

40名（男性・女性）

中央公民館（２階：調理実習室）

5,000円

三角巾・エプロン・布巾



-
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k.前期講座
中央zi民館

.

ﾘ

開花学級
　いろいろな分野を学び、楽しみながら新たな自分

をみつけましょう。（ご希望の講座だけの受講も受

付ます｡）

5 /17 水 民話を聞く

5/31 木 電気の安全な使い方

６／７ 本 健やかに生きるために

6 /21 木 フォークダンスを踊ろう

７／５ 木 フォークダンスを踊ろう

７／↓９ 木 誰もができる応急処置

８／２ 本 立秋の頃の天気図と気象

8/30 木 歴史に学ぶ「北条時宗」

９／６ 木 交通・防犯のはなし

９／２↓ 金 研修（とげぬき地蔵・湯島天神方面）

=……時　　間　午前10時00分～12時00分

………募集人員　50名

=‥会　　堀　中央公民館（研修室等）

…….=゜i:i･.･.･教材費　実費負担

,j･.:･.:.･研修人員　33名（実費負担）

おもちや博物館

:……

…

j

…

……j……=おもちや病院

容

日

）時　開

巻対象者

回会　場

壊れたおもちゃの修理

4 /15，5 /20，6 /17，7 /15，

8 /19， 9 /16

午後１時～午後４時　　　;i

入館者　

一

£1
おもちゃ博物館　　。?j=｡……iljSii　函

‾第6回おもちやふれあいまつり

巾月　日

,穀時　間

５／３，５／４，５／５

午前９時30分-ヽ一午後４時30分

縦対象者　入館者

噴会　場　おもちや博物館

パ

　ノ

夏休み親子教室
　｢夏休み｣･‥親子で楽しいひとときを過ごしましょ

う。

7/28 土 化石の世界

８／４ 土 下野の民話を聞こう

8/12 日 親子なかよし体操

8 /18 上 お茶に親しむ

8/25 土 お茶に親しむ

時　　間　午前10時00分～午後12時00分

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
款
待

20組・町内小学校４～６年生の親子

中央公民館

１組500円

筆記用具・その他

催しもののご案内

……手作りおもちや教室
容

日

………=時　間

回対象者

々=1==.……会　埴

身近な材料を用いておもちゃを作る

4 /22，5/27，6 /24，7/22，

8/26，9/23

午前11～12時・午後２～３時

入館者

おもちゃ博物館

ﾌﾟ…………:゜に==i栃木県民の日無料開放

月　日　６／９，６ ／１０，６ ／１５

２２



／　　z

Lj恥ず7ぷ7’『t･

19　｀

X

.　　

J　　i･‰･=･篭
回=　

Ｓ

∃　

JV.再

.，

li　　

j

　l¨.･I･･･ ･･･ ・　･･････ ･･･ ･･　・　･･･････ ･ ･･ ･ ･ ･･一一一一一一･一一一一一一一一一一･ ･一一･一一.’--.･. ･.･.･ji..･.･_･･..t.･...･･･ ---･|･.jld-¶･

僣ん哉句鸚rう
壬生町子育て支援グループ

　　「ポケット」

あなたの子育てを応援しま雅。

　いろいろな遊びを通して、

　いきいきとした親子関係を深めましよう。

　基本的なしつけや健康についても学びませんか。

のびのび広場

① 5 /17 水 なまえおぼえてね！

② ６／２↓ 本 ほうきとちりとりでお手伝い。

③ ７／５ 木 夏の子どもの病気。

④ 8 /24 金 なつまつり（生涯学習館）

⑤ 9 /20 全 おまんじゅうつくり。

対　　象

回時　間

一募集人員

未就学時と親

午前TO時30分～11時30分

20組

穴会　　場　駅束自治公民館

☆教材費　１回200円（親子１組）

申込みお問い合わせ

　TEL.82－7108（斎藤）

　TEL.82－6217（早乙女）

,･案内図

２３

……

…

………j･..･:'=親子ふれあいサロン

① ５／１↓ 全 色紙を使って何かできるかな。

② ６／８ 全 虫歯のない歯にしよう。

③ 7/13 金 夏の子どもの病気。

④ 8 /24 金 なつまつり

⑤ 9 /14 金 おまんじゆうつくり。

　哨一文4　　象

レ禽時　　間

・　，=･,.･募集人員

場
費
み

　
材
込

会
教
申

出
‐
。
‐
曹

未就学時と親

午前士O時～11時30分

20組

生涯学習館（２階和室）

１回200円（親子士組）

４月22日（日）８時30分から生涯学習館で。

r:……j=1すくすく広場

① 5 /24 本 なまえおぼえてね！

② 6/28 木 ほうきとちりとりでお手伝い

③ 7 /12 木 夏の子どもの病気。

④ 8 /24 全 なつまつり性涯学習館）

⑤ 9/27 水 おまんじゅうつくり。

-ﾌﾟ･=,文才　　象　未就学時と親

･==i=･･===･一時　　間　午前10時30分～11時30分

j=j……募集人員　20組

す会　　場　南犬飼地区公民館

ﾀ=･･=教材費　１回200円（親子１組）

噛申込みお問い合わせ

　TEL.86－0031（南犬飼地区公民館）

　TEL.86－2184（藪田）



………………………--……………-…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………-…………………　　　　

電話でお申し込み下さい。

…………

儡3;:
南犬飼地区公民館

…………

万

)

申。1,4,

ご;ぷご

9時から

o

女性セミナー(婦人学級)
　湯川真澄先生・福田静江先生

中川三蔵先生・堀中ミサ子先生

5 /31 水 10:00～12:00 人権に関する映画と講話

6 /21 水 10ﾆ00～12:00 壬生町の介護保険

7/26 本 10:00～↓2:00 癒しのｽﾄﾚｯﾁ&ﾏｯｻｰｼﾞ

8 /29 水 9:00～11:00 夏野菜たっぷりのメニュー

9 /13 本 10:00～12:00 カラオケ教室

10/18 本 8:45～17:00 日帰り館外研修視察

11/21
水

一一一一

水

9:00～11:00 電子レンジを使って

12/26 14:00～16:00 生け花（小笠原流）

募集人員　30名

jy……|
.
j･1……'y=｡絵手紙教室

日本給手紙協会　高橋　進先生

5 /10 木 絵手紙は「ヘタでいい、へたがいい」

６／７ 本 ドキドキするもののみ美しい

７／５ 本 絵手紙は心のキャッチボール

８／２ 木 自分を据り出し自分を磨く

９／６ 本 絵手紙にルールはない

10/ 4 木 風景の絵手紙を描いてみよう

11/ 1 本 年賀状も絵手紙で

12/ 6 本 絵手紙は人間力（全人格）で書く

=･1=i一時　　間

……･j==･(ヽ･=.;.･募集人員

φ=j用意する物

･j=ﾐ……画

午前10時～12時

20名　・教材費　仁200円

画仙紙葉書、顔彩、硯、青果、小筆、

隈取筆、梅皿（パレノト）、筆洗容器

※受講申込みの時、ご注文頂くと、初回にお放しでき

　ます。

材　士回目バナナ、ピーマン、人参、トマ

　　トなど。　２回目以降は自由。

ぐ

……

………f===』巽1花学級（高齢者学級）

野口武志先生ほか

☆着物着付け教室　　　丿

　　半田きもの学院　半田セウ子・千枝子先生:i

5/16 水 着物の話・体型の補整と着装

6 /20 水 半巾帯の説明と結び方（文庫）

7 /18 水 半巾帯の結び方（男結び）

9 /19 水 名古屋帯の説明と結び方（ねじり）

10/↓7 水 名古屋帯の結び方（ねじり）

11/21 水 袋帯の説明と結び方（二重太鼓）

12/T9 水 袋帯の結び方（二重太鼓）

1 /16 水 総復習
……,=ごこ=,一時　　間

･･===一一募集人員

渦=｣教材費

午前10時～12時

20名

実費負担･初回に3,250円（テキスト代）

6 /13 水 10:00～12:00 壬生の介護保険

７／４ 水 8:30～15:30 ゲートボール大会

８／８ 水 10:00～12:00 折り紙教室

９／５ 水 8:45～15:30 ゲートボール大会

9 /28 金 8:30～17:00 日帰り館外研修

上士／７ 水 8:30～↓5:30 ゲートボール大会

12/12 水 10:00～12:00 落語「笑いと人生」

1 /18 金 9:00～15:00 芸能発表演芸大会

こ==゜………………………=ソフトヨガ教室

国際ヨガ協会　益子篤子先生

5/18 金 ヨガについて基本実技の説明

5 /25 金 座法・複式呼吸について

６／８ 金 経路と基礎ポーズ

6 /22 金 前屈系のポーズを中心に

7/13 金 体をそらせるポーズ

7/27 金 体側を仲ばすポーズ

９／７ 金 体をねじるポーズ

9 /21 金 バランスをとるポーズ

10/ 5 金 総合的なポーズの組み合わせ

==口==時　　間

=jj･募集人員

斗用意する物

午後１時30分～３時30分

20名

バスタオル、（動きやすい服装）

フラワーデザイン教室
ヒビヤフラワーアカデミー　峰岸美智子先生

5 /12 土 フラワーデザインって？

5/26 土 ミニブーケ

６／９ 土 あ…春よ

6 /23 土 梅雨よ、さようなら

７／７ 土 涼を、楽しんで

7 /21 土 一足早い、夏に

（９～２月まで引き続き講座開催の予定）

時　　間　午後１時30分～３時30分

募集人員　20名

教材費　１回につき1､500円程度

用意する物　ハサミ、ぞうきん、ごみ袋、筆記用具、

　　　　　新聞紙、バンドエイド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４



　 　 　 　 ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

（ 儡 3 ; :

稲 葉 地 区 公 民 館
）

さくら学級

① 5 /17 木 開講式人権講話（同和教育推進教員）

② 6 /14 木 郷土の民謡　　　　出井喜峰先生

③ 7 /12 木 日本の代表的民謡　出芽喜峰先生

① 8/23 水 納涼映画会（ＶＴＲ）

⑤ ９／士3 木 講話岫本の城と歴史」笹崎　明先生

⑥ TO/ 9 火
館外研修　馬頭町広重美術館

　　　　　高根沢町元気あっぷ村

⑦ ｎ／８ 本 閉講式　落語講演　黒川雅夫先生

回定

　時

８
．
員
間

一対象者

100名

午前10:00～12:00

稲葉地区長寿会会員であること

ﾀﾞ゛‾･j………果実酒教室

　　　電話でお申し込み下さい。
　　　　　�８２－７３７４

申ia受付､jlよ､4月20日噺9時からo

1ﾉll.･1･T………j.･民謡教室

出井喜峰先生

① 5 /24 本 民謡の発声練習

② 6 /28 木 民謡の発声練習

③ 7 /26 本 栃本の民謡

④ 8 /23 木 栃木の民謡

⑤ 9/27 水 栃木の民謡

⑥ 10/25 水 全国の民謡（東日本）

⑦

⑧

11/22 木

本

全国の民謡（東日本）

全国の民謡（西日本）↓2/20

⑤ 1 /24 本 全国の民謡（西日本）

⑩ 2 /21 本 練習曲総仕上げ

ヽ,･===定

(………時

j………;1.111t材

員
間
費

40名

13:30～15:30

無料

中尾靖一郎先生

① ５／９ 水 いちご酒

② 6 /13 水 うめ酒

③ 7 /11 水 林檎酒

① ８／８ 水 しそ薬酒

③ 9 /12 水 アロエ酒

よ定　　員　15名

j……･:｡時　　間　午前9:30～11:30

貧材料費5,000円

※リカー容器は参加者が共同購入するようになりま

　す。

ヘルシークッキング
福田静江先生

① ５／↓１ 金 手作りお弁当で戸外にでましょう。

② ６／８ 全 梅雨を元気に！

③ ７／６ 企 昼ごはんもバランスよく

④ 8/10 金 夏野菜をおいしく

⑤ 9 /14 金 胃にやさレヽ食事

⑥ IO/↓2 金 秋のおすし

⑦ 11/ 9 金 ヘルシー豚肉料理

⑧ 12/14 金 お正月料理をバランスよく

⑨ 1 /11 金 栃木のいちごでお菓子づくり

⑩ ２／８ 企 寒い日を暖かく

､･=.･･=･一定　　員

＝時　　間

-=･.i､･.･ﾉ教材費

２５

20名

午前9 :30～11 : 30

5,000円

j…………小中学生料理教室
福田静江先生

① 5 /12 土 クッキーを作りましょう。

② ６／９ 土 パスタに挑戦

③ 7 /14 土 ハンバーグをおいしく！

④ 8 /11 土 冷たいおやつ

⑤ ９／８ 土 卵焼とサラダ作り

⑥ 士O/13 土 マドレーヌ作り

⑦ ↓1/10 土 お弁当ができるといいね！

⑧
↓２／８ 上 クリスマスケーキ作り

⑨ 1/12 土 オムライスを上手に

⑩ ２／９ 土 手作りチョコをプレゼント

==

定

y=
時

万===f･.=こ:

教

　　員

　　間

材費

20名

9:30～11:30

5,000円

'j'1万j“.･j……j.･==夏休み親子工作教室

野口武志先生

① ８／１ 水 工作１

② ８／２ 水 工作２

③ ８／３ 全 祈り紙

ﾌﾞ=･･==一定　　員　30名

………=･=ﾚ時　　間　9:30～11:30

………教材費　無料

※高学年は児童だけの参加も可・親または家族との

　参加も可

-
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平成13年度前期

　教室・催し物

春･夏休み映画会

示

し_.._‥__

４／３ 火 美女と野獣　　　　　　　　　　71分

４／４ 水 ダンボ　　　　　　　　　　63分

４／５ 水 ふしぎの国のアリス　　　　　75分

４／６ 金 となりのトトロ　　　　　　　　86分

７／打 火 アンパンマン

７／↓８ 水 機関車トーマス

7/19 本 ドラえもん

8 /27 月 リトル･マーメイド２

ペイブ　　　　　　　　　　　　92分8 /28 火

8/29 水 アラジン　　　　　　　　　　　91分

8/30 木 名探偵コナン

8/31 金 ルパン三世　　　　　　　　　　97分

……………時

y=会

開
場

午前10:00～

壬生町児童館

………夏休み小学生対象教室

月　日 剔 内　　　容 定員 敦村費

7 /23 月 パソコン教室① 20

24 火 キッドビクス教室① 30

25 水 トールベイント敦室① 20 500円

26 本 紙粘土教室（製作） 30 300円

27 金 絵手紙教室① 30

28 土 工作教室 30 500円

30 月 パソコン教室② 20

31 火 キッドビクス教室② 30

８／士 水 ト犬レペイント教室② 20 500円

２ 水 サイエンス教室 30

３ 金 絵手紙教室② 30

４ 土 工作教室 30 500円

20 月 パソコン教室③ 20

21 火 キッドビクス教室③ 30

23 本 紙粘土教室（色染め） 20

時

　会

開
場

午前10時～12時

壬生町児童館（パソコン教室は未定）

申込みは電話、または当日直接お出で下さい。

　　　　　　　�８２－７３８８

なかよしルーム
(火・木曜日グループ)

内　　　容 火曜[ﾖｸﾞﾙｰﾌﾟ 木曜日ｸﾞﾙｰﾌﾟ

はじめの会 4 /17 4 /19

トランポリンで遊ぼう 4 /24 4 /26

お母さんありがとう ５／８ 5 /10

シールはり 5 /15 5 /17

歯ブラシとコップ 5 /22 5 /24

カード色分け遊び 5 /29 5 /31

バルーンドラム ６／５ ６／７

時計作り 6 /12 6 /14

お父さんありがとう 6 /19 6/21

うちは太鼓 6 /26 6 /28

さかなつり ７／３ ７／５

｜キッドビクス 7 /10 7 /12

ひゅるるんテープ 9 /11 9/13

運動会ごっこ 9 /18 9/20

，運動会ごっこ 9 /25 9/27

･……時　　間

ﾇ=募集人員

・会　場

午前10時30分～川寺30分

親子各30組

壬生町児童館

児童館小学生工作教室

月　日 曜日 内　　　　容

５／７～１２ 月～土 母の日プレゼント製作

6/T↓～↓6 月～土 父の日プレゼント製作

７／９～１４ 月～土 フラワードール製作

８／６～１士 月～土 アンデルセン製作

こ時　　間　放課後

募集人員　30名

i,.･=.会　　場　壬生町児童館

２６



………　平成13年度前期

ヽ………　　教室・催し物 児
ｘ
ｘ
ノ

申込みは電話、または当日直接お出で下さい。

　　　　　　　�８２－７３８８

児童館のまつり

　世代間の交流を通じ‘こ、伝承の遊びや新しい遊びに挑戦し、

楽しみましよう。

７／肘 土 児童館夏祭り・御輿を拒いだり、出店を楽しむ。

9/22 土 児童館お月見会・お月見団子を作って楽しむ。

10/27 土 児童館まつり・ゲーム・おもちゃの製作など。

12/22 土 児童館餅つき会・つきたてのお餅を食べる。

1/26 土 児童館節分会・鬼退治とお宝さま。

泰時　間　午前10時～12時 回募集人員　100名

スポーツ振興課催し物案内

５／９

５ ／２４

７／１５

７ ／２２

ﾃﾞ]十万二足

5 /12 第３回町民グラウンドゴルフ大会

5 /27 第18回町民テニス大会

5 /27 第18回町民バドミントン大会

６月中 第摺回町民ゴルフ大会

６／３ 親子ふれあいハイキング大会

6 /24 第15回町民柔道大会

９／５

太極拳教室

　(いずれも10時～士2時)

９／７

9/12

9/14

9 /19

9/16 スポーツフェスタインとちぎ

9 /30
スポーツフェスティバル

10/ 7

10/28 下都賀地区　レクリェーションフェスティバル

２７

会　場　壬生町児童館

………児童文化教室

,=キャンプ･野外活動体験

　　　(宿泊研修)

………･　８月10日(金卜12日(日)

=万万j那須甲子少年自然の家

………=･･,……ﾉ｣ヽ学５・６年生(50名)

?:=･!.=･J6,000円

………1受付：７月予定

町立図書館催し物案内

　おはなし広場

子供向けの読み聞かせ、紙芝居など

　第２・第４土曜日

，午後２時～２時45分

一町立図書館にて

一

-



|交友関係も楽しくなりま｜

86－2627

【指導者名】山崎嘉津若

【申込み】27－5072山崎

|す。

２８

｜

-
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　 花 の 集 い

南 犬 飼 地 区 公 民 館

第 ２ 木 曜 日 1 0

:

0 0

～

1 2

:

0 0

費 用 月 1

,

0 0 0 円

花 代 1

,

0 0 0 円

フラワーアレンジメ壬生町太極拳協会

ントRIKOの会　　　|中央公民館教室
生涯学習館

第３木曜日10:00～12:00

費用月3,000円

【指導者名】堀中ミサ子【指導者名】マミーフラ

【申込み】帽中86－2988ワーデザインスクール登i

|毎週水曜日13:30～15:00

費用月2,000円

　【指導者名】阿部紀久子

　【申込み】鈴水光久

　　　　　　　82－5012

基本花から応用花季節の録講師甫坂賀子　　　　　行雲流水穏やかなひと時|

花々を活けて楽しんでお【申込み】田谷泰子　　　を私達とご一緒に感じて|

ります。　　　　　　　　1　　　　　　　　86－1609みませんか。　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　お部屋をあなたの好きな　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　お花でアレンジしてみま　　　　　　　　　　　　　ｌ

　　　　　　　　　　　　せんか

さわやか健康体操　ふれあいヨーガ　　壬生ハイキングクラブ

南犬飼地区公民館　　　　生涯学習館　　　　　　　：県内・近県の山

毎週金曜日10:00～11:30,毎週木曜日10:30～11:45J毎月第３土曜日　日帰り

費用１回700円　　　　　費用月2,000円　　　　費用年3,000円　登山参

　【指導者名】湯川真澄　　【指導者名】益子篤子　　加費4,000円

　【申込み】86－1243渡辺【申込み】大栗タキ　　　【指導者名】臼田徳雄・

病気の予防，免疫力の向　　　　　　　　82－565が佐藤清衛

|安塚コミュニティー

|クラブ（太極拳）

iWj7月曜日!3:30~15:00

1【申込み】往本祭

1620

1自主トレ

美佐恵会(日本舞踊)

壬生町中央公民館

木曜日9:30～11:00

費用月3,000円

【指導者名】伏木美佐恵

【申込み】伏木美佐江

　　　　0282－27－3456

むつみコミュニティー|

教室（太極拳）　　｜

第１第３月曜日10:00ヽ･

11:30

費用月1,000円

【指導者名】阿部紀久子

【申込み】熱田明子

　　　　　　86－4537

雄琴の杜朝の太極拳|

毎日7:00～7:20　　　　1

費用無料　　　　　　｜

　【指導者名】阿部紀久子｜

　【申込み】後藤　寛　　i

　　　　　　　82－0081

行雲流水穏やかなひと時

上等自然権力を高めておストレッチヨーガで体も【申込み】荒川博　　　|踊りを通じ健康増進し何|を私達とご一緒に感じて

ります。　　　　　　　　心も軽くなるように毎週　　　　　　　　82－44881時までも若々しい身体を|みませんか。

　　　　　　　　　　　　皆で勤いています。　　　月１回のハイキングに出|維持したいですね。　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけ、体験を通して必要i　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教養を身につける。　　　Ｉ

犬飼かな書道サークル|瑞穂会（書道）

南犬飼地区公民館　　　　稲葉地区公民館

第１第３木曜日　　　　　第１第３水曜日

　　　　　　10:00～12:001　　　　　　　9:30～11:30

費用月2,200円　　　　費用月1,300円

【指導者名】井上幸枝　【指導者名】高橋鉄夫

【申込み】井上幸枝　　　【申込み】田辺重子

　　　　0285－44－9653　　　　　　　　82－1074

|壬幸かな書道会　　｜

壬生町中央公民館

第２第４木曜日　　　　　；

　　　　　　9:30～11:30

費用月2,000円

　【指導者名】井上幸枝

【申込み】井上幸枝

　　　　0285－44－9653

かなや漢字の古典の臨書i子供も習っている習字をi平安朝の美しいかなを臨l

を学び住空間を彩る作品練習してみましょう。　　書する。また住空間を彩i

を制作する。　　　　　　お待ちしております。　　lる作品を制作する。

－-………一一…-一一壬生ダンスの会

生涯学習館

|学習館ダンス友の会リリーコーラス

費用月3,000円

生涯学習館

i毎週金曜日10:0〔〕

費用月3,000円

毎週金曜日19:15～20:45 1毎週金曜日10:00～11:30

9:30～11:301費用３ヶ月5,000円

南犬飼地区公民館

第１第３水曜日

【指導者名】森　友子　　【指導者名】園部忠男　　費用月1,000円　　　　｜

（全日本ダンス協会連合（全日本ダンス栃木支局【指導者名】野口百合子･|

会公認講師）　　　　　　長）

　【申込み】森　友子　　　【申込み】児玉武

　　　　　　　　82－6283=　　　　　　　　82－7296

中級者募集（２級程度）=初心者募集

【申込み】安生桂子　　|館

　　　　　13:00～15:001　　　　　　10:00～12:001

【指導者名】阿久津夏子｜費用　１人1,500円　　　|会費2,000円

|第１、２、３、４木曜日　　|月３回火曜日

|南犬飼地区公民館|南犬飼地区公民館

野ばらの会(大正琴)

壬生町中央公民館

第２第４金曜日

　　　　　13:30～15:30

費用3,500円

【指導者名】斉藤昌代

【申込み】野口栄子

壬生弦美会

壬生町中央公民館

第２第４木曜日

　　　　　13:30～16:00

費用　１人2,000円

【指導者名】芦沢育代

【申込み】吉ｍサクエ

　　　　　　　82－0190

　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜■㎜㎜|･==■===･=㎜=======================㎜

|南犬飼芦美会(大正琴)|民謡嘉津若会

ストレス解消に

すみれの会（琴）

稲葉地区公民館

第１第3金曜日

｜

｜と誰でも歌えるやさしい

|歌を唄っています。

とり入れて楽しんでいるいませんか。

童謡を中心に二部合唱等|一緒に楽しんで長生きレリラックス体操発声練習

82－238286－0090 1歌と笑いにレジャーあり。|

82－7374i【申込み】鈴木キン

小倉史江|【申込先】稲葉地区公民i佐野友美

【指導者名】野口百合子･|費用月1,700円

　　　　　　小倉史江|【指導者名】斉藤昌代・

｜

10:00～12:00

第３金曜日9:30～11:301第１第３火曜日

iコールたんぽぽ

湯葉地区公民館

lコーラスひばりの会

性涯学習館

稲葉ダンス愛好会

稲葉地区公民館

毎週上曜日（月４回）

　　　　　14:00～16:00

費用月3,000円

【指導者名】黒川　仲

【申込み】楡木チョ

　　　　　　82－4519

13:00～17:00

稲葉地区公民館82－73741【指導者名】芦沢育代　!三昧線5,000円

大正琴を弾くことで人と！【申込み】飯塚キミ

83－5715（生井方）の交流と生活を楽しむ心|

大正琴をとおして豊かな携帯090－8045－7777　　の潤いを養う。

人生を送り助け合う心を私達のサークルは現在７

養う。　　　　　　　　　名です。大正琴に興味あ

　　　　　　　　　　　　る方この指止まれ。



貴さんとの)ふれあいを蔡
壬生陶芸クラブ

壬生中央公民館実按察

毎月第２金曜日

i籐工芸教室

|壬生町中央公民館

:第２第４水曜|」

13:00～15:00

|ステンドグラス教室

|壬生町中央公民館
'第２第４水曜日

9:30～11:301

費用2､000円　　　　　　費用2､000円材料費別

　【指導者名】小谷野雅雄【指導者名】金子文江

　【申込み】鈴木82－2166 :【申込み】元木富美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82－5419

　　　　　　　　　　　　籐を使りて花や花瓶ブロー

　　　　　　　　　　　　iチ、バック等を作ってい

　　　　　　　　　　　　ます。

日光彫の会

南犬飼地区公民館

第２第４土曜日

9:30～11:3(y

費用月2000円

　【指導者名】門閥鈴失

　【申込み】井上貞行

　　　　　　　　86－4805

伝統ある日光彫りの技術

　日光彫り同好会

濁葉地区公民館

|第２･第４土曜日
13:30～15:301

費用1,000円～2,000円

　【指導者名】楡木政男

　【申込み】坂ロ86－6280

伝統の郷土芸術。発足後

10年余りになりますが初

修得に基本から学べます｡i心者大歓迎。

絵手紙木蓮の会

生涯学習館

|壬生写真クラブ

壬生町中央公民館

9:00～12:00

費用2,000円

　【指導者名】石田静枝・

長谷川宰子

　【申込み】石田85－1022

長谷川8←3180

|手づくりネクタイ

|南犬飼地区公民館

|毎月第２火曜日
13:00～15:301

費用教材費講師料

　【指導者名】根津裕一了

　【申込み】神長雅子

　　　　　　　　86－1539

右を裁断し、デザインや|

色ガラスをガラスカッター=染める楽しさを感じ、手

で切りハンダで型を組みぬいで仕上げる。

:立てて仕上げます。

|ふくベー刀彫り

=壬生町中央公民館

|第２第４火曜日

木目込み人形

稲葉地区公民館

第２土曜日　9:30～11:30

13:00～16:30費用月1,500円

竹工圓　竹優会

壬生町中央公民館

第２第４水曜日

　　　　　　9:30～11:30

費用2､000円教材費別

　【指導者名】中村忠男

　【申込み】植竹三浩

　　　　　　　82－0634

自然の竹の肉を使い花、

鳥など竹の美しさを生か

した深みのある絵をつく

ります。基本はやさしく

誰でもできます。

|ソフィアの会

ｊ

ｌ

ｊ

｜

費用月2,000円　　　　　【指導者名】【申込み】｜

　【指導者名】渡辺考一　　島根成見82－673o　　　l

　【申込み】高橋良幸　　;伝統の木目込み人形をl

　　　　　　　86－1646（自分の好きな人形を選

壁掛床飾り等彫刻を施しIんで）作っています･　ｉ

色塗り仕上げます．　　　　　　　　　　　　　　　｜

iちぎり絵教室

壬生町中央公民館

第２第４木曜日　　　　　1栃木県内全域毎月第２木|第３土曜日9:O(卜-12:00

　　　　　　13:30～15:301曜日13:30～16:00　　　　1費用月1,000円

費用月2,500円　　　　i費用月1,000円

　【指導者名】日本絵手紙1【指導者名】稲見年彦

協会　高橋　進

　【申込み】谷田部民泊

　　　　　　　　82－4316
季節の花や野菜を描いて！

ｌ-ゝ-♭･－・－１．　．〃･●　ｌ

　【申込み】石崎忠久

　　　　　　　82－1422

写真修得、勉強の場です。

|教材費700円～1,500円

　【指導者名】五十嵐彩暢

　【申込み】石＃82－3740

異年代の方々と楽しい一

美術部

壬生町中央公民館

第２第４土曜日

　　　　　　9:30～12:00

費用月1,000円

【指導者名】渡辺達也

生涯学習館

第２日曜日（年５回）

　　　　　10:00～12:00

費用年3,000円

　【指導者名】伊藤二郎

　【申込み】橋田智恵

　　　　　　　86－2581

人間らしく生きるための

ソフィア（知恵）につい

て学習する会です。

　　　　　-･･-----･-----･･-･

|壬生水墨脅

i壬生町中央公民館

l第１第３木曜日

　　　　　13:30～16:00

費用月3,000円

　【指導者名】王律義

【申込み】津久井宮司　｜【申込み】糸井重義

82－3676

時を持っています。お仲絵を描いてみませんか高

初心者から上級者まで歓!間募集中です。

友達との心のキャッチポー1迎します。

ルしてみませんか。

清心会（茶道）

生涯学習館

第１第2第３木曜日

｜

壬生町母親クラブ

壬生町児童館
水曜日児童館

　　　　　　18:00～21:00曜日午前中

費用　菓子・水屋料　　　費用300円１年

【指導者名】茶道裏千家|

講師柴京生　　　｜

　【申込み】渡辺昭子　　｜

　　　　　　　82－794y

茶道の総合的な文化を学i

び、日常生活の作法を身|

につける。

マジック愛好会

壬生町中央公民館児童室

第２第４土曜日

１
‐
－

－

‐

－

‐

|みぶ民話の会

齢者の方歓迎します。連

絡をお待ちしてます。

壬生着付け教室

　　　　生涯学習館、おもちゃ博|壬生町中央公民館

行事は土|物館、各小学校日、火、|金曜日10:00～12:00

　　　　1水、木曜日（申し出先にl費用3､000円

【申込み】壬生町児童館

　　　　　　　82－7388

―
～
‐
－
－
－

　　　　　　　82－1453

運筆をはじめ、水墨画の

基礎を学び、自然を主観

的に捉え表現する。

|壬生町婦人会交通安

全母の会日赤奉仕団|

|活動する日時　随時
|費用年550円

応じて）10分～２時間　｜【指導者名】半田セウ子ｌ【申込み】野口栄子82－

壬生町子育て支援グ

ループ・ポケット
|生涯学習館

費用年1､000円

　【申込み】橋田86－2581

各自、題材を選び練習、

13:30～15:30第２金曜日10:00～11:30

会費月3,000円

　【指導者名】渡辺泰秀

宇都宮奇術クラブ会長

　【申込み】小田垣晴久

　　　　　　　82－1437

誰にでも出来るマジック

を練習しています。　　ｉ

１【申込み】池86－1437

1未就学兄の子どもと親を

!対象にした、親子ふれあ

iいサロン

【申込み】木村シズ　　　0756、83－5715（生井方）

　　　　　　　　82－4472

浴衣から留め袖まで、白

月一度の定例会で勉強諸1装他装がマイペースで練

施設で実践。　　　　　　習できます。

|託児ボランティア募集

|生涯学習館関係各種事業

I（講座）の託児支援をし

てます。学習をしようと

している母親の力になっ

て下さい。現在第２、４

水曜日（一部第１、３）

交通費程度が支給されま

す。

　【申込み】生涯学習館

　　　　　　　82－8384

携帯090-8045-7777

町の行政事業に協力あく

までもボランティアが中

心に活動しています。若

|い人の入会お待ちしてい

｜ます。

　　㎜■㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■■■■■■■

セミナースタッフ

生涯学習館

月１回の会合とセミナー

当日　費用　なし

　【申込み】生涯学習館

　　　　　　　　82－8384

学習館を舞台にセミナー

を企画しています。（多

くの方の関心の高い現代

的なテーマを中心に）

■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ Ｊ ・ ･ ･ ･ ･
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　丸出格伴

ボクシング大会

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
Ｕ
年
席
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

４
集
鼎
蕎
吻
廓
喬
４
＆
咎
６
象
し
ね

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
い
　
　
壬
生
の
灸
（
伊
沢
克
明
）

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
配
分
金

と
し
て
要
援
護
の
家
庭
や
ひ
と
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
の
方
等
へ
お
届
け
し
、

ま
た
、
ふ
と
ん
の
丸
洗
い
や
高
齢
者
会

食
会
の
事
業
費
と
し
て
配
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

募
金
総
額
　
１
５
７
万
７
千
４
４
７
円

　
　
　
　
平
成
1
3
年
２
月
2
3
日
現
在
）

内
　
訳

○
自
治
会
募
金

　
　
　
　
　
１
２
７
万
５
千
５
１
０
円

○
預
金
利
息
　
　
　
　
　
　
２
８
０
円

○
前
年
度
剰
余
金

　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
千
２
９
５
円

○
社
協
支
出
金
　
７
万
２
千
３
９
１
円

○
篤
志
募
金
（
敬
称
略
・
受
付
懇

　
　
　
　
　
　
２
１
万
６
千
９
７
１
円

壬
生
郷
友
会
　
　
　
　
　
５
万
６
千
円

福
田
　
キ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

　　●　　　　●･
　パ　繕

騏皿八

八六

日　　　　日　　Ｓ

４

月
の
納

税
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
４
５
７
円

壬
生
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
１
万
２
千
５
１
４
円

猫
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
　
５
万
円

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木
県
第
1
8
団

（

○

○
９

●高

◆
「
町
の
緑
化
推
進
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
、
緑
化
フ
ェ
ア
開
催

中
、
会
場
に
出
店
し
ま
し
た
「
み
ど
り

の
サ
ン
タ
」
様
か
ら
、
そ
の
収
益
金
の

一
部
５
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
標
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
円

中
川
浮
標
⑩
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

ゆ
う
が
お
歌
舞
伎
愛
好
会
一
同
様
②
２
万
円

テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
客
様
一
同
様
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
６
２
０
円

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・
星
の
宮
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
取
引
先
一
同
様
③
　
1
0
万
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
標
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
万
２
千
円

戸
崎
光
三
様
①
　
１
万
６
千
６
４
４
円

．　　／　　　　　ｓ　ｌｌ　　総人口39,933人（37）男19,548人（35）女20,385人（２）世帯数12,880世帯（18）∩内は前月比　30
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